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動画を活用した幼児と大学生の共感し合う体験の創出
−コロナ禍における保育者養成校の授業実践事例から−

Creating an Experience that Sympathizes with Infants and University 
Students Using Videos: From Lesson Practice Examples of a Nursery 

School Class under Coronavirus

（2022年３月31日受理）
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要　　　　　旨

　2019年より新型コロナウイルスによる世界的な混乱状態が継続している。多くの学校でリモート授業が導入され，実

践的な授業では従来通りの学修形態で実施が難しい状況が多々発生している。しかし，保育者としての実践的な力を身

につける上で，学生のうちから保育現場を観察したり，幼児や現役保育者と関わる実践を積み上げることは重要である

だろう。この状況に対する打開策を模索するため，地域のこども園に協力を仰ぎ，動画を活用した幼児と保育者養成校

の学生が共感し合う活動を計画・実践したところ，幼児と学生が，その動画を通じて共感的な体験をするに至った。ま

た，学生は自らが作成した動画で遊ぶ幼児の様子を見ることで，自分自身を客観視することの重要性を体験的に学ぶこ

とができる機会を得た。今後の就学前教育におけるカリキュラム編成や，保育者養成校での学修形態を検討する上で参

考となる事例が示唆されたと考える。

１．は　じ　め　に

　2019年より新型コロナウイルスによる世界的な混乱状

態が継続している（以降，このような状況全体を指し示

す言葉として「コロナ禍」を用いる）。完全に収束する

気配もなく，厚生労働省が示している「新しい生活様式」１

の実践例が集団・個人の生活において参考にされ，手洗

い・うがい・消毒をこれまで以上に徹底し，三密（密集・

密接・密着）を回避するよう促される日々がかれこれ２

年継続している。この３つの密があってこそ成り立って

いた社会領域では生活様式の大きな変更を余儀なくされ

ている。教育・保育の場などはまさにその典型だろう。

筆者が勤務している保育者養成校においても，2021年度

は，リモート授業が一時的に導入されたり，授業におけ

る保育所等施設への訪問が中止となったり，実習が度々

延期になるなど，３密を伴う学修形態の変更が多々発生

した。しかし，保育者としての実践的な力を身につける

上で，学生のうちから保育現場を観察したり，幼児や現

役保育者と関わる実践を積み上げることは重要であるだ

ろう。平成28年度に文部科学省が示した「幼稚園教諭・

保育教諭としての成長過程」のモデル図では，保育者と

してのキャリアは，保育者養成校における学修期間から

始まっていることが示されている２。保育者養成校での

学修において，理論を知り，演習授業や実習等で実践を

積み，知識・技能を蓄積していくものと考えられている。

佐野（2010）は，実践的な学びは，学生の社会性の成熟

度や知識量，その他の諸経験によって質的に異なってく

る３と述べている。ゆえに，コロナ禍で実践を積み上げ

ることのできない現状を，不測の事態と捉えて時が過ぎ

るのを待つのではなく，できる限り，なんらかの方法で

実践できる可能性を見出す必要があるだろう。

　この２年間で大学授業のオンライン化は急速に進ん
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だ４。文部科学省が令和３年３月に行った「新型コロナ

ウイルス感染症の影響による学生等の学生生活に関する

調査（結果）」５では，大学生のオンライン授業に関する

意識調査項目が設けられている。日々の報道等を見てい

ると，オンライン授業はネガティブに捉えられがちであ

り，実際この調査の意見においても，理解のしにくさや，

人との関わりが少ないことなど，教育の質に関わること

に対する不満を抱いている学生（満足していない：5.7％，

あまり満足していない：14.9％） が存在していることが

明らかとなっている。それに対する見解として，「オン

ライン授業の実施に当たっては，学生の声を丁寧に聞

き，質の向上に努めることが必要である」ということが

言及されている７。しかし，意外なことに，全体的な満

足度としては，不満に感じる割合より満足に感じる割合

の方が多く，56.9％の学生が満足であると回答している。

（満足：13.8％，ある程度満足：43.1％）８自分のペース

で学べることや，場所の制約なく学べることが，とりわ

け肯定的に捉えられている。同調査における，「国や学

校に対する意見・要望」の項目で意見の詳細を見てみる

と「授業はオンラインでも良いが，ゼミや就職のための

講座は対面が良い。」「オンラインでも，グループワーク

や教授からのフィードバックなど，一方通行ではない双

方向のやり取りに関する工夫をしてほしい。」という意

見があり，授業使用上の課題は存在するものの，オンラ

インでの授業に対して全面的に不満を持っているわけで

はないことがうかがえる９。効果的な使用方法の検討次

第では学生にとって有効な手段となるのではないだろう

か。

　コロナ禍においてオンラインでのやりとり・ICT機器

の活用方法は多種多様になった。「オンラインで」「ICT

機器を駆使して」というと，何やら高度な技術が求めら

れているように感じるが，今主流となっているzoom10や

Teams11などが話題になる以前はSkype12などのアプリが

使用され，テレビ会議システムそのものは，かねてから

活用されていた。しかし時代の潮流や社会的な制約に

よって，アプリは機能が増えたり，無駄がそぎ落とされ

て最適化し，今もなお進化している。そもそも存在して

いたテレビ会議システムが，時代のニーズとともに変化

しているわけであるが，授業においても，改めて身近な

機器を見直し活用することによって，簡単に誰かと対面

しているような感覚を得たり，実践的な授業に成り代わ

るものを生み出せるのではないかと考えた。単に授業を

再現するようにリアルタイムをつなぐことだけに重きを

置かず，「場」を作りコミュニケーションを図ることに

意義が見出されることを中心的な視座においてみるとど

うだろうか。

　例えば，動画を活用することは有効な手段のひとつで

あると考える。ここ数年でYouTube等のアプリを活用し

た発信は相当世間に浸透している。視聴者は発信者とリ

アルタイムでつながっているわけではないが，動画を見

ながら発信者が伝えたい様々なイメージを頭に巡らせる

ことになる13。実際，就学前施設で登園自粛になった園

では，保育者が遊びの動画を作成して配信したりするよ

うな事例が様々に紹介されていた14。しかしこのような

動画を用いた手法も画期的というわけではない。かつて

はテレビ番組等でもよく使われた手法で，例えば，田舎

から都会で働く自分の子どもなど，物理的な距離がある

人たちの間で「ビデオレター」を届ける番組企画15は，

お茶の間で大変楽しまれていた。一見簡単そうな実践で

あるが，教育現場等では物理的な距離が生じることがほ

ぼないためか，コロナ禍で改めて注目された実践方法で

あることに気が付いた。このような方法であれば，複雑

な操作や接続不具合への対応が求められることがないた

め取り扱いもしやすい。データのやり取りも昨今であれ

ば，動画配信サイトを使用することで，テープやディス

クの現物を実際に持ち運んだり，郵送する必要すらなく

なっている。動画を通して，コロナ禍で制約が生じてい

る直接的な体験を補えるような学びの実践方法を検討し

たいと考えた。

　このような手法での取り組みは，保育者養成校の学修

における観点のみならず，幼児や保育者など保育現場の

観点から見ても有効ではないだろうか。事実，就学前教

育の過程においてもコロナ禍で人との関わりが限定的に

なってしまっていることは懸念が抱かれているところで

あろう。平成29年改訂，平成30年から施行された「幼稚

園教育要領」の保育内容「人間関係」の領域では，「他

の人々と親しみ，支え合って生活するために，自立心を

育て，人と関わる力を養う」という記載のもと３つのね

らいが示されており，そのうちのひとつに「（２）身近

な人と親しみ，関わりを深め，工夫したり，協力したり
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して一緒に活動する楽しさを味わい，愛情や信頼感をも

つ」16と明記されている。保育者を始め，他の子どもや

様々な人との関わりを通して，「一緒に活動する楽しさ

を味わう体験を重ねながら関わりを深め，共感や思いや

りなどをもつようになる」17と述べられている。また，

領域の内容13項目のなかには，「高齢者をはじめ地域の

人々など自分の生活に関係の深いいろいろな人に親し

みをもつ」18ことについても言及されている。近年，家

庭においても地域においても人間関係が希薄化し，子ど

もたちの人と関わる力が弱まってきていると懸念されて

いる。そのような状況の中で園において，地域の人たち

と積極的に関わる体験をもつことは，人と関わる力を育

てる上で大切である19と考えられている。子どもは，限

られた人間関係の中で生活しているので20，園において

も，高齢者や異年齢の子ども，地域で働く人々等との交

流を意識的に創出することが求められている。登園自粛

や，外部との直接的な交流を控えることなどが叫ばれ，

幼児の人との関わりを構築する援助を行う保育者らに求

められる役割も多様になっているのではないだろうか。

大学は「知識基盤社会の重要な社会的インフラストラク

チャーとして高い公共性を有する機関」21であると言わ

れている。地域の就学前施設に対して，施設からの依頼

を待つのではなく，大学側から提案していくことも重要

な役割のひとつであるだろう。

　以上のようなことから，本研究では動画を活用し，コ

ロナ禍における実践的な授業実践の在り方の模索と，幼

児と保育者養成校の学生の共感し合う体験の創出を試み

る。この実践にあたり，地域の幼保連携型認定こども園

に協力いただいて検証を行う。そこでの実践を基に得ら

れる学修効果を考察し，今後のカリキュラム編成に生か

したいと考える。

　なお，本研究は匿名化された情報による，アンケート・

聞き取り調査・授業活動内容等の事例報告である。

２．実　践　内　容

　実践は地域の幼保連携型認定こども園（以降，Ｃこど

も園）の協力のもと，以下のような内容で行われた。

対象学生：Ａ大学Ｂ学科１年生２クラス（計67名）

実施期間：2021年10月11日(月)～11月15日(月)

(授業５コマ分)

実施内容：

　Ａ大学Ｂ学科１年生が２，３，４，５歳児を想定し，10

～20分程度の遊びの動画を作成する。後日，Ｃこども園

に動画を届けて，幼児たちが視聴する様子を記録しても

らい，その遊びの様子を学生が動画で観察する。

使用機材：

　大学における撮影や動画の視聴には，班に１台渡し

たGoogle Chromebook Lenovo ノートパソコン IdeaPad 

Slim350i (11.6インチHD Celeron 4GBメモリ 32GB SSD 

日本語キーボード)を活用した。GIGAスクール構想でよ

く使用されているモデルで，本体にカメラが内臓されて

おり，撮影にも活用できる。Ｃこども園には，ビデオカ

メラ（HDR-CX470 32GB 光学30倍Handycam HDR-CX470）

を貸与して記録を行ってもらった。Ｃこども園における

動画再生については，ノートパソコンやプロジェクター

を準備いただいた。

実施の流れ：実施は表１の通り。（色付きセルは授業日）

【表１】授業実施の流れ

日付 こども園先生の動き 学生・教員の動き

10/11（月）

～15（金）

・アンケートの記入

・幼児の日常生活の様

子を撮影

・教員がアンケートの

依頼，撮影機材・記

録の回収。

10/18（月） ・授業にて，アンケー

ト内容と動画の確

認。

10/25（月） ・授業にて，遊びの計

画，練習。

11/1 （月） ・授業にて，遊びの計

画，練習。

11/8 （月） ・授業にて，動画撮影。

計画内容を指導案と

して記入。

11/9（火）

～13（土）

・教員が，作成した動

画DVDとビデオカメ

ラ，指導案を届ける。

・幼児に動画で遊んで

もらう時間を保育時

間の中で作っていた

だき，視聴中の様子

を撮影記録いただ

く。

・教員が，記録動画を

編集し，こども園に

持参。13日に機材回

収。

11/15（月） ・記録動画の確認，活

動の振り返り。

※「学生・教員の動き」について，特に記載がない場合は

学生が行った実践内容である。
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作成した動画内容とそのねらい：

　２クラス８グループに分かれて，ひとつの年齢につき

２種類の動画を作成した。（表２の通り。２歳児につい

ては各クラスに動画１種を作成した。）本来指導案で幼

児の遊びを計画する際，幼児の日々の生活の様子を捉え，

発達・興味関心などを踏まえて，今後の成長を期待した

ねらいを立てた。計画する際にその点の情報の不足を補

うため，Ｃこども園の保育者にアンケートを依頼して，

幼児の興味関心や，日ごろの視聴覚教材使用状況などを

確認した。

　５歳児については，アニメのキャラクターがクラスの

中で流行しており，多くの幼児が興味関心を持っている

ことが保育者によるアンケートに記載されていた。また，

日々の様子が撮影された動画において，よく考えて，自

分の言葉でしっかり話す様子が記録されていた。こうし

た姿を大切にしたいと学生は感じたようで，１クラス・

２クラスとも興味関心のあるモチーフを使用したクイズ

遊びを検討した。

　４歳児は，戦隊が登場するテレビ番組に凝っており，

日々変身ごっこなどに興じていることが保育者によるア

ンケートに記載されていた。外遊びなど，身体をしっか

り動かすことが好きであるという記載もあり，学生は１

クラス・２クラスともダンスを計画した。それぞれ別の

時間に検討しているが，たまたま同じ活動になったこと

が興味深い。２クラスではお面を手づくりする活動を加

えて，そのお面をつけて「変身」して踊るようにし，幼

児のたちの日々の姿に絡めた働きかけを活動の流れの中

に入れ込んだ。

　３歳児クラスでは，保育者のアンケートから，キャラ

クターへの興味・関心が強いということと，制作あそび

やブロック・粘土・お絵かきなどを日々行っているとい

う情報が記載されていた。これをもとに学生は，現在楽

しんでいる活動そのものではなく，新聞紙を使った遊び

に取り組むこととし，発展的な要素を含めた計画を行っ

た。動画作成にあたっては，インターネット上にある様々

な動画を参考にしながら，説明と作業工程の実演を重ね

て，折るプロセスを撮影した。

 

【写真３】１クラス３歳児担当が作成した動画の一部

　２歳児クラスでは，なりきる遊びやルールのある遊び

に興味関心があり，様々なキャラクターへの関心も強い

とのことであった。１クラス・２クラスとも，学生の踊

りの真似をさせる遊びを考案した。その際，ただ真似る

だけでなく「ゾウさんになりきってみよう」などのお題

を出し，お面を頭につけるプロセスを踏ませ，活動への

関心を高める工夫を加えている。

 

【写真１】２クラス５歳児担当が作成した動画の一部

【写真２】２クラス４歳児担当が作成した動画の一部
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　以上のように，保育者からのアンケート等をもとに，

非同期の状態で情報を仕入れ，学生なりに幼児の姿を捉

えて，具体的な活動とそのねらいを検討した。こうして

考えた内容は，想定される幼児の活動や，保育者の援助・

配慮に対する指示を詳細に記載し，指導案にまとめて保

育者に渡した。

 

３．実 践 の 結 果

３－１．幼児の様子

　まず，幼児の様子について述べる。動画の中にいる「大

学生のお兄さん・お姉さん」をよく見て，呼びかけなど

に反応する様子などが見られた。５歳児は，好きなキャ

ラクターが登場するたびに声をあげ，動画であることを

存分に生かしたクイズゲームに多くの幼児が興奮してい

た様子であった。

　４歳児は，２クラスともキャラクターのダンスに取り

組んだ。戦隊モノの子ども向け番組が好きであることが

分かっていたので，お面をつけて変身する行為を取り入

れた。動画の編集機能を使用して，お面をつける動作な

く学生の頭にお面が付いているような動画の流れにした

ところ，よく見ていた幼児はそれに気が付き「アレ！」「な

んか変わっている！」と声を上げ，反応していた。また，

動画に映る学生の姿を見て「かわいい」と感想を漏らす

声が女児の間でよく聴かれた。ダンスが始まってすぐは

テンポが「早い」という声があちこちから上がったもの

の，何度も繰り返すことで，上達している様子が見受け

られ，満足しているようだった。

　３歳児については，最も個人差が大きかった。１クラ

スが考えた新聞紙遊びにおいて，スクリーンを見ながら

スムーズに折り進めている幼児もいれば，折り方が分ら

ず戸惑っている様子の幼児も記録されている。保育者が

動画を適宜，一時停止しながら，途中補助を加えること

によって全員折ることができた。ここまでは，おおむね

学生が計画した通り，幼児たちは遊びに夢中となってい

た。しかし，２歳児に関してはそうではなかった。動画

の呼びかけに対して耳を傾け，時折反応するものの，動

画を見ながら，自ら進んで身体を動かすには至らなかっ

た。これは２歳児の両クラスともに起こった現象である。

その状況から現場の保育者が機転を利かせて，動画の隣

【表２】学生が計画した実践内容とそのねらい

担当年齢 １クラス ２クラス

５歳児 内容：ジェスチャーゲーム

ねらい：イメージを膨らませる。友達同士でコミュニ

ケーションをとる。

内容：手遊び，クイズ（写真１参照）

ねらい：道徳性・規範意識の芽生え，言葉による伝え

合いの力を身につける。

４歳児 内容：ダンス（写真２参照）

ねらい：友達と一緒に音楽に合わせて踊る楽しさを感

じる。

内容：ダンス

ねらい：記載なし

３歳児 内容：新聞紙あそび（写真３参照）

ねらい：新聞がいろいろな形になることを楽しむ。

内容：手遊び

ねらい：手先が器用になる。反射機能やリズム感がみ

につく。

２歳児

（Ａ組，Ｂ組）

内容：絵本の読み聞かせ，ダンス

ねらい：友達と短時間の遊びを楽しめるようになる。

内容：お面づくり，ダンス（写真４参照）

ねらい：友達の活動を見る。自分が役割を持って楽し

く真似する。みんなで楽しむ。

※２歳児は１クラスがＡ組，２クラスがＢ組を担当している。　　※「ねらい」は学生が記載した表現をそのまま表記している。

※４歳児を担当した２クラスは，「ねらい」の記載がなかった。

【写真４】２クラス２歳児担当の動画
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に立って実際に踊って見せたところ，真似をして体を動

かし始める姿が見られはじめた。（写真５，６参照）

３－２．保育者のコメント

　保育者には当日の進行を，学生が作成した指導案に

沿って行ってもらった。実践して得た感想や意見はレ

ポートとしてまとめてもらった。以下表のとおりである。

（表３参照）年齢による特性や，遊びに対する難易度は

あるものの，映像を見ることに対する戸惑いや理解の遅

れは感じなかったようである。５歳児では，もう少し難

しい活動でも可能だったのではないかというコメントが

あった。

３－３．学生のコメント

　最終授業日の11月15日，それぞれの班に渡している

chrome bookで動画を再生し，遊びの様子を観察した。

その後，活動内容に対する振り返り等をワークシートに

記入してもらった。ワークシートに設けた主な質問項目

はつぎの通りである。

・振り返って感じたこと，考えたこと

・当初グループで計画したねらい通りであったかどうか

・保育者の援助や配慮で印象に残ったこと

・他のグループの活動を見て感じたこと

・今後の課題

　学生の記述のほとんどに，自分たちが作成した動画を

通じて幼児が遊んでくれている様子を嬉しく思っている

気持ちが書き留められていた。直接触れ合うことができ

なくても，このような形でお互いの様子を知り，嬉しかっ

たり，楽しかったりする気持ちを共有することができた

ように思ったことなどが記載され，動画のやり取りを行

う意義を見出しているようであった。また，実践に対し

て省察を促す質問項目をいくつか設けていたが，その記

載では自分自身を丁寧に分析している様子が多々見受け

られた。（図１学生コメント参照）

　授業における撮影は，もちろん撮影であるため何度撮

り直しを行っても構わない。実際，何度か撮り直しを行っ

て，学生たちには，自身の納得のいく内容を提出しても

らっている。動画を見直す過程では特に気にならなかっ

たはずだが，幼児が遊んでいる様子を見ることによって，

自分たちの状態の問題点を改めて意識するようになって

いたことは興味深い。また，一般的な幼児の発達として

知る知識との差を目の当たりにしており，考えた活動の

難易度が本当にふさわしかったのかと問い直すコメント

も多く見受けられた。活動から様々な発見を得ており，

深く省察しようとする姿が見られた。

【写真６】活動終了

時の様子。前方にも

保育者がいたことが

理解できる。

【表３】各年齢児の遊びの様子

年齢 保育者の目から見た幼児の様子

５歳 遊びの趣旨を理解し，映像にもすぐに慣れ，遊

びを楽しめた。

４歳 遊びの趣旨を理解し，映像にも慣れ，踊りを楽

しめていた。

３歳 一斉での活動は幼児の人数上難しかったので，

高月齢児中心に小グループでの活動にした。取

り組みの過程の達成度には個人差があったが，

集中力途切れることなく興味をもって取り組ん

でいた。

２歳Ａ組 映像に慣れるまで時間がかかった。映像は見る

のみで踊りはしなかった。

２歳Ｂ組 映像に慣れるまで時間がかかった。保育者が動

画の横で踊ると，一緒に踊ることができた。

【写真５】矢印の箇

所に保育者が１名ず

つ前後に立ち，手本

を実際に示すことに

よって，幼児たちは

真似をし始めた。
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４．考　　　　　察

　動画で遊ぶ幼児の様子，現場保育者のコメント，学生

のコメントからのトライアンギュレーションによる分析

を行うと，動画を活用した今回の実践は，以下２点にお

いて一定の学修効果があったのではないかと考える。

①動画を通じて，幼児と共感的な体験をするに至った。

②学生が自分自身を客観視することの重要性を体験的に

学ぶことができた。

　①について，まずは「共感」をどのように捉えるかと

いう部分を少し整理しておく必要があるだろう。共感と

は，他人の感情や経験を，あたかも自分自身のこととし

て考え感じ理解し，それと同調したり共有したりすると

いうことである22。

　学生は，幼児が夢中になっている様子を動画で確認し，

それに寄り添って微笑んでいたり，つまらなさそうにし

ている様子から反省点を見出したりしていた。幼児の外

見的な部分から読み取れることに対して共感的になり，

自らを見つめ直すに至っていることが感想コメントから

【図１】学生のコメント抜粋（すべて違う学生によって記

入された内容である。）

把握できた。

　幼児はその多くが動画からの学生の呼びかけに反応し

たり，夢中になって活動を楽しんでいた。動画から伝わ

る学生の醸す雰囲気に共感し，視聴時の行為が生まれた

ということではないだろうか。そう捉えると，２歳児の

視聴時の様子からは２つの考え方ができるものと思われ

る。動画の中から，幼児に活動を促すような声掛けをし

ても，じっと見ているだけであったが，これは身体の発

達的な問題であるのか，それとも動画から伝わる雰囲気

を感じ取って「見る」という行為に集中したのか。今回

協力いただいたＣこども園は，視聴覚教材（やテレビ・

DVD）は，延長保育で迎えを待っている時間の17：00～

18：00に使用するということであった。また，2021年の

NHK放送文化研究所の調査によると，幼児の帰宅後から

夕食までの過ごし方として，半数以上がテレビ，動画，

録画やDVDなどの視聴を行っていることが報告されてい

る23。延長保育を利用しておらず，園で動画を見る習慣

がない場合も，家庭である程度活用されていることが推

察できる。また，同調査では２～５歳児の年齢による視

聴時間の差はほとんどないことも示されている。よって，

動画を見慣れていないということは考えにくい。また，

保育者が動くことによって，同じように踊りを真似よう

としたことから，真似をすること自体には発達的な課題

もほとんどないようなので，これはさらなる条件設定の

もとで検証が必要だと思われる。単に，反射的に動画に

反応していたり，指示があるからという理由だけで幼児

が動いているのではないということを理解するうえで重

要な示唆であるだろう。

　②について，学生にとって，客観視の重要性は日々の

学びで懇々と説かれていることであるだろう。しかし，

客観視を概念的に理解することができても，実践するこ

とは難しいものである。自分の実践を他者から指摘され

たとき，その時の自分は過去のものとなり，自分の記

憶に残っている自分を省察することになる。「もう少し

声を大きくしたほうがよい」と言われても，通常は何か

記録がされているわけではなく記憶の中の自分を振り返

る。その時の記憶が明確でなければ，どこまでその意見

に対して実感を持つことができ，自分自身を見つめ直す

ことに生かせているかは分からない。筆者も，今回動画

を撮影する際，「自分が思っている以上に，声のトーン
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をあげたほうがよい」「マスクを着用しているので目元

でしっかり表情を出したほうがよい」と学生らに幾度か

指摘をした。練習の過程で，意識をしているようで，だ

んだんと最初の様子からの変容が見られたものの，実際

に幼児たちが学生らの動画を見ながら遊ぶ姿を見ること

によって，ようやく何度も教員から執拗に言われる理由

を体感したようである。対面する他者からの評価だけで

なく，こうして自分自身が本当に第３者的な場所から，

その様子を見ることで「これでは足りない」と思ったり

「あのとき言われていた理由がわかった」「思ったよりも

できている」という思考に結びつけることができる，と

いうことが示唆されたのではないかと考える。

　また指導案は，他の指導者が見て「追試」できること

も視野に入れて記載するものである。動画で実践する保

育者の様子を確認し，自分の作成した指導案の完成度を

感じるに至った部分もあったようだ。特に2歳児の実践

では，動画を見ても真似をしない幼児たちの様子から，

「動画の横に保育者が立って取り組む」という即興的な

対応を垣間見ることになった。これがなければ，動画の

中で学生が幼児に促している身体的な活動の体験に至る

ことはなかっただろう。秋田（2020）は，保育現場では，

幼児の育ちと活動や教育課程の内容と流れを吟味しなが

ら実践することが求められる，と述べている。さらに，

個々の幼児とのかかわりのなかで捉える即興的な思考と

行動が必要とされる24ことについても言及している。即

興的な思考や行動について，大抵多くの参考書等で心構

えは示されるものの，示されるのみで実際どのように行

えばよいかが具体的に指南されるわけではない。撮影し

た記録動画において，現場保育者の技を垣間見ることが

できたのは，幸運な出来事ではあったものの，こうした

偶発的な出来事を記録する可能性もあることがわかり，

興味深かった。

５．おわりに−まとめと今後の課題

　本研究は，コロナ禍において直接的な関わりが制限さ

れる中でも，幼児と学生が組織的な枠組みを超えて共感

し合う体験を創出するに至った一例を示すことができた

のではないかと考える。ビデオレターのように動画を使

う，原始的な方法を教室・組織を超えて実践したわけで

あるが，幼児の様子・保育者のコメント・学生のコメン

ト等から，動画を用いたコミュニケーションには，直接

的な人との関わりを補完する働きがあったことが理解で

きる。学生らは幼児が遊びに取り組む様子を嬉しく眺め

たり，うまくいっていないところでは反省して自身の計

画を見直すことを行っていたが，これは幼児の気持ちに

寄り添っての行為であろう。授業における学修効果とし

ても，「作成した自分たちの動画を見られているところ

を見る」という普段の実践にはないプロセスを体験し，

省察力を促す有効な手段になったことがうかがえた。こ

れは，コロナ禍の混乱が去った後の学修においても生か

せる要素になりうる。

　一方で難点もあった。多くの情報を取り込んだうえで

動画制作に臨んだものの，思うように幼児たちが遊んで

いない部分が見られたことである。そのような場合，現

地の保育者の臨機応変な援助に活動を補完してもらって

おり，直接的な支えは不可欠であった。登園自粛のとき

に紹介された事例25も家庭での保護者の援助を前提とし

ている。動画のみではなく，その動画が視聴される環

境（人・もの）や計画通りに進まなかった時のことにつ

いても想定が必要だと教えられた。また，幼児のICT活

用やカリキュラムへの導入には懐疑的な意見もあること

を忘れてはならない。ハンセン（2020）は幼児が早期ス

マートフォンと関わることにより記憶力や集中力，学習

能力が低下することを指摘している。タブレット端末を

使用した経験には，運動機能や，ものの形や素材の感覚

を身につけることが考慮されていないことを指摘してい

る26。幼稚園教育要領第１章総則第４指導計画の作成と

幼児理解に基づいた評価３指導計画の作成上の留意事項

(６)において，「幼児期は直接的な体験が重要であるこ

とを踏まえ，視聴覚教材やコンピュータなど情報機器を

活用する際には，幼稚園生活では得難い体験を補完する

など，幼児の体験との関連を考慮すること。」27と明記

されていることは見過ごせない。今回，幼児はおおむね

楽しそうに取り組んでいたし，それを見て学生らも心を

動かしているものの，直接的な関わりを持つには至って

いない。学生はコロナ禍以前に蓄積した様々な実践的な

経験があるため，今回の制約的な状況を「一時的なもの」

と理解している前提がある。大人に比べて，直接的な体

験が乏しいと思われる幼児の現状を踏まえ，幼稚園教育
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要領が示す通り「直接的な体験を補完するものであるこ

と」を失念してはならないだろう。

　共感という言葉の概念には「自分がその気持ちを体験

しておくという前提が必要である」28と述べているもの

もある。様々な価値体験を行う過程で，足りない部分を

補うものとして，今回のような手法が補助的に活用でき

るという意識が必要だと考える。オンラインであろうが

なかろうが，日ごろの直接的な人間関係がもたらすもの

を基盤にして人間関係の構築は現状行われている。今回

も，近隣のこども園という地域特性から協力いただくこ

とができた。こうした関係を丁寧に紡ぎながら，関わり

を生み出す場を創出する意識が極めて重要だ。

　長引くコロナ禍が，学生らに問いを与えるきっかけと

なった。直接的な体験を補完するためにはどうしたらい

いかという問いから，幼児の遊びを考えて取り組み，幼

児と学生が共感し合う体験をなし得た。今回の動画を活

用した実践は，生産性を高めるための機器利用ではなく，

人間同士の信頼関係や，学びを深めるための補助的なも

のとして捉え，今後の用い方や関わり方を考えていくう

えで示唆があったものと思われる。幼児は，人に対する

優しさや愛情を人間関係の中で学んでいく29と述べられ

ているが，こうした経験は何も幼児だけでなく，全世代

に当てはまることではないだろうか。コロナ禍がただ過

ぎ去ることを待つのではなく，制約の生じる中で何を考

えるか検討していく姿勢が必要だろう。

　今回は幼児と学生に重きを置いた実践となったが，実

際の活動の「場」を作った現役保育者の視点に深く迫れ

なかったことが課題に残る。文部科学省の「幼稚園，小

学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（中教

審第197号）」（平成28年）においては，幼稚園等におけ

るカリキュラム・マネジメントについて「③教育内容

と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，家庭や地域

の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み合わせ

ること。」30と明記されている。また，文部科学省の「こ

れからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について

～学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築に向

けて～（答申）（中教審第184号）」（平成27年）では，こ

れからの時代に求められる教員の資質・能力について，

ICTの活用に関する内容が明記されており，教師・保育

者に求められるスキルであることが叫ばれている31。大

学と協同しながら検討を進めて行くことで，幼児の人間

関係を広げながら取り組むことが可能になるとともに，

理論と実践のバランスが取れたカリキュラム編成ができ

るようになるのではないだろうか。今後，協同的に課題

解決を行っていきたいと考える。

　最後に，三谷（2021）は，幼児の共感に対して佐伯胖

（1939-）の言葉を用いて以下のように述べる。

　「共感する」と言うと，なんだかその子だったり，虫だっ

たりの気持ちがすべてお見通しといった感じで分かる，

同じ気持ちになるということのように聞こえてしまう場

合があると思います。しかし，そうではないのです。（中

略）子どもの向いている先をともにみて，ともに感じて

（同じ気持ちなるということではない），ともに喜んだり，

悩んだりすることが重要なのです。」32

　それをどのように取り組むか。従来の手法が使用でき

なければ，共感はできないのだろうか。今回の事例を俯

瞰し，幼児が活動に取り組んだ様子や，学生の一連の活

動やコメントからそうではないと考える。今回の実践で

も制約の中で従来にはない，新たな体験があり，コロナ

禍以後でも活用できる方法が見出されている。「子ども

の向いている先をともにみる」ということを中心的な視

座に据え，これまでの「手段」や「こうあるべき」とい

う既成概念にとらわれない柔軟な思考から生まれる手段

を大いに磨いていくことが今後もさらに求められるだろ

う。今回の実践を基盤に，今後さらなる検討を進めて行

きたい。

註

１新型コロナウイルス感染症専門家会議からの提言を踏

まえ，厚生労働省が日常生活における新型コロナウ

イルス対策を具体的にイメージできるように示した

実践例。

２平成28年度文部科学省「幼児期の教育内容等進化・充

実調査研究委託」「幼稚園教諭・保育教諭の研修ガ

イドⅢ—実践の中核を担うミドルリーダー養成—」（保

育教諭養成課程研究会）の資料に示されたモデル
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図では，「幼稚園教諭・保育教諭としての成長過程

は，保育者養成校での養成段階から始まっている

ことが明記されている。https://www.mext.go.jp/
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